
2広報にほんまつ　2018.6恭
きょう
順
じゅん
…つつしんで命令に従うこと。

二本松藩主・丹羽（にわ）家の家紋であ
る直違紋（「違い棒」とも言っている）。
この紋のおこりについて、従来の伝え
では、織田信長公のもと、織田四天王
といわれた丹羽長秀公の馬印（大将の存
在を示すしるし）は、竹の枝に金の短尺
を飾り付けたものであって、「えづる竹
に金の短尺」と称されていた。合戦が終
わってこの馬印をみたら、奮戦のため

に短尺は散ってしまい、２枚だけがバッ
テン十字状に残っていたので、それが
丹羽家の家紋となったというもの。
また他説には、合戦の後で、血の付い
た刀を袖で拭った後に、バッテン状に
血のりがついたので、秀吉から「家紋と
したがよかろう」との言葉があって、こ
の紋と定められたとも伝えられている。

戊
辰
１
５
０
年
企
画

直
すじ

違
かい

紋
もん
 の由来

丹
羽　
二
本
松
藩
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今
か
ら
１
５
０
年
前
、
奥
州
二
本
松
藩
は
激
動
の
時
代
の
波
に
の
み
込
ま
れ
、
戊
辰

戦
争
の
中
で
も
激
戦
の
一
つ
と
さ
れ
る
二
本
松
の
戦
い
の
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。
時

は
江
戸
時
代
末
期
。
長
ら
く
太
平
の
世
が
続
い
て
お
り
、
誰
も
が
、
こ
の
地
に
攻
め

入
る
者
が
あ
る
と
は
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

慶け
い

應お
う

４（
１
８
６
８
）年
１
月
の
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
以
降
、
帝
を
擁
し
て
官
軍
を
称

す
る
薩
摩
藩
・
長
州
藩
を
中
心
と
す
る
勢
力
は
、
徳
川
幕
府
打
倒
の
武
力
行
動
を
起

こ
し
ま
し
た
が
、
時
の
将
軍
・
徳
川
慶よ
し
喜の
ぶ
の
徹
底
的
な
恭き
ょ
う

順じ
ゅ
ん

行
為
に
よ
り
、
そ
の
行

き
場
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

戊
辰
戦
争
に
お
け
る
東
北
諸
藩
へ
の
進
攻
は
、
薩
摩
・
長
州
両
藩
か
ら
最
大
の
憎
し

み
を
受
け
て
い
た
会
津
藩
・
庄
内
藩
を
標
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
二
本
松
藩
は
不

幸
に
も
、
そ
の
進
攻
の
途
上
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

戊
辰
戦
争
に
お
け
る
二
本
松
藩
の
戦
死
者
は
、
老
兵
、
少
年
兵
、
農
兵
等
を
含
め
３

３
７
人
。
二
本
松
藩
に
は
、
猛
烈
な
勢
い
で
進
攻
す
る
新
政
府
軍
に
降
伏
、
恭
順
と

い
う
選
択
肢
も
あ
り
ま
し
た
が
、
徹
底
抗
戦
す
る
道
を
選
択
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、

ど
の
よ
う
な
い
き
さ
つ
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
新
政
府
軍
を
迎
え
討
つ

こ
と
と
な
っ
た
二
本
松
藩
は
、
ど
の
よ
う
な
行
動
を
取
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

戊
辰
戦
争
か
ら
１
５
０
年
後
の
現
代
に
至
る
ま
で
、
日
本
は
さ
ま
ざ
ま
な
戦
争
を
経

験
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
の
平
和
な
時
代
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
数
多
く

の
貴
い
行
為
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

戊
辰
戦
争
か
ら
１
５
０
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
こ
の
地
で
起
き
た
戦
争
を
私
た
ち

は
、
あ
ら
た
め
て
見
つ
め
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

恭
きょう

順
じゅん

…つつしんで命令に従うこと。
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丹
羽
家
の
初
代
当
主
は
、
丹
羽
長

秀
。
16
歳
で
織
田
信
長
に
初
出

仕
し
て
以
来
、
永
禄
３（
１
５
６
０
）

年
に
起
き
た
、
織
田
家
が
天
下
取
り

の
第
一
歩
を
刻
ん
だ
今
川
義
元
と
の

合
戦（
桶
狭
間
の
合
戦
）な
ど
で
数あ

ま

多た

の
武
功
を
上
げ
、
同
５
年
に
は
信
長

の
異
母
兄
の
娘
を
妻
と
し
、
織
田
家

の
姻
戚
関
係
と
な
り
ま
す
。
ま
た
元げ

ん

亀き

２（
１
５
７
１
）年
に
は
、
織
田
家

の
家
臣
で
は
初
の
城
持
ち
大
名（
佐
和

山
城
主
18
万
石
）と
な
り
、
天
正
４（
１

５
７
６
）年
に
は
、
日
本
初
の
本
格
的

城
郭
建
築
で
あ
る
安
土
城
の
総そ
う

普ふ

請し
ん

奉ぶ

行ぎ
ょ
う（
総
責
任
者
）を
務
め
た
こ
と
で

も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

織
田
家
中
で
は
、
柴
田
勝
家
に
次
ぐ

二
番
家
老
の
席
次
を
与
え
ら
れ
、
両
名

は
織
田
家
の
双
璧
と
評
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
木
綿
藤
吉
、
米
五
郎
佐
、
か

か
れ
柴
田
に
退
き
佐
久
間
」と
い
う
織

田
家
中
の
有
名
な
戯ざ

れ
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
言
葉
は
、
織
田
信
長
の
有
能

な
家
臣
４
人
を
そ
れ
ぞ
れ
指
し
、「
木

綿
藤
吉
」と
は
羽
柴
秀
吉（
後
の
豊
臣
秀

吉
）を
、「
米
五
郎
佐
」と
は
丹
羽
五
郎

佐
衛
門（
丹
羽
長
秀
）を
、「
か
か
れ
柴

田
」と
は
柴
田
勝
家
を
、「
退
き
佐
久
間
」

と
は
佐
久
間
信
盛
を
評
し
て
い
ま
す
。

こ
の
戯
れ
言
葉
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ

う
に
、
木
綿（
秀
吉
）は
華
美
で
は
な
い

が
重
宝
で
あ
る
の
に
対
し
、
米（
長
秀
）

は
、
非
常
に
器
用
で
ど
の
よ
う
な
任
務

も
こ
な
し
、
米
の
よ
う
に
上
に
と
っ
て

も
下
に
と
っ
て
も
欠
か
す
こ
と
が
で
き

な
い
存
在
で
あ
る
と
し
て
、
戦
場
の
み

な
ら
ず
実
務
家
と
し
て
も
非
常
に
高
い

評
価
を
得
て
い
ま
し
た
。

　

司
馬
遼
太
郎
も
小
説「
新
史 

太
閤

記
」の
中
で
長
秀
を
こ
う
評
し
て
い
ま

す
。「
性
、
質
朴
で
、
言
い
だ
せ
ば
き

か
ぬ
点
を
、
信
長
は
む
し
ろ
愛
し
た
。

そ
の
性
格
は
合
戦
の
仕
方
に
も
反
映

し
、
そ
の
戦
い
ぶ
り
に
は
奇
策
縦
横

の
華
や
か
さ
は
な
い
に
し
て
も
、
難

戦
に
な
っ
て
も
退
か
ず
、
攻
め
に
あ

た
っ
て
は
ま
る
で
大お
お

掛か
け

矢や

で
棒ぼ
う

杭ぐ
い

を

打
ち
込
む
よ
う
な
、
底
ひ
び
き
の
す

る
攻
め
方
を
し
た
。」

　

信
長
の
死
後
、
長
秀
は
秀
吉
方
に

つ
き
、
織
田
家
の
跡
目
を
決
定
す
る

清
須
会
議
で
重
要
な
役
割
を
担
い
、
そ

の
後
の
賤し
ず
が
た
け

ヶ
岳
、
北き
た
の
し
ょ
う庄
の
合
戦
で
柴

田
勝
家
を
攻
め
滅
ぼ
し
、
戦
功
と
し

て
越
前
国
・
若
狭
国
・
加
賀
国
２
郡

を
合
わ
せ
て
１
２
３
万
石
の
大
大
名

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
長
秀
の
働
き
に
よ
り
、
丹
羽

家
は
戦
国
大
名
の
中
で
も
名
門
の
家

柄
と
な
り
、
か
つ
、
城
造
り
の
技
術

を
持
つ
家
柄
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

二
本
松
藩
主
の
丹
羽
家
と
は
、
い
わ
ゆ
る
外
様
大
名
で
徳
川
譜
代
の
大
名
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
の
時
代
に
勢
力
を
拡
大
し
た
、
安
土
・
桃
山
時
代
を
代
表
す
る
大
名
で
し
た
。

二
本
松
藩
が
戊
辰
戦
争
の
際
、
奥
羽
越
列
藩
同
盟
の
東
北
諸
藩
の
先
鋒
と
な
っ
て
新
政
府
軍
と
徹
底
抗
戦
す
る
こ
と
と
し
た

大
き
な
理
由
は
、
二
本
松
藩
主
・
丹
羽
家
の
歴
史
と
そ
の
家
風
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
初
代
当
主
の
丹
羽
長
秀
公
か
ら
、
三
代
目
当
主
で
あ
り
二
本
松
藩
初
代
藩
主
の
丹
羽
光
重
公
の
説
明
を
し
、
丹

羽
家
の
歴
史
と
家
風
に
触
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

初代当主

丹
に

羽
わ

　長
なが

秀
ひで



戊辰１５０年企画
丹羽　二本松藩

5 Nihonmatsu City Public Relations, 2018.6, Japan

初
代
長
秀
が
死
去
し
た
後
、
丹
羽

家
は
苦
難
の
道
の
り
を
歩
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
丹
羽
家
当

主
の
中
で
最
も
苦
労
し
た
と
い
っ
て
も

過
言
で
な
い
の
が
、
２
代
・
長
重
で
す
。

　

長
重
は
天
正
８（
１
５
８
５
）年
に
15

才
で
１
２
３
万
石
を
相
続
し
ま
す
が
、

秀
吉
か
ら
家
臣
の
軍
令
違
反
と
謀む

反ほ
ん

の

疑
い
を
掛
け
ら
れ
、
12
万
３
千
石
に

減げ
ん
ぽ
う封
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ま
で
丹

羽
家
を
支
え
て
き
た
重
臣
た
ち
も
、
秀

吉
に
召
し
上
げ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
秀
吉
の
死
後
、
徳
川
家
康

と
石
田
三
成
の
対
立
が
深
ま
り
、
慶
長

５（
１
６
０
０
年
）年
に
は
、
会
津
の
上

杉
景
勝
征
伐
の
折
、
徳
川
方
と
し
て
出

陣
す
る
も
、
不
仲
で
あ
っ
た
前
田
利
長

と
浅
井
畷な
わ
て

合
戦
を
引
き
起
こ
し
、
関
ヶ

原
合
戦
後
に
家
康
に
よ
り
改
易（
所
領

没
収
）さ
れ
、
浪
人
の
身
分
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

通
常
で
あ
れ
ば
丹
羽
家
は
、
こ
の
段

階
で
歴
史
の
表
舞
台
か
ら
消
え
去
る
と

こ
ろ
で
し
た
が
、
２
代
将
軍
・
徳
川
秀

忠
の
世
に
、
丹
羽
家
は
常ひ
た

陸ち
の

国く
ち（
現
茨

城
県
）古ふ
っ

渡と

で
１
万
石
の
大
名
に
復
活

し
ま
す
。
大
名
復
活
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

い
わ
れ
が
あ
り
ま
す
が
、
長
重
の
大
名

と
し
て
の
実
力
は
も
と
よ
り
、
秀
忠
の

妻（
お
江
）と
長
重
の
妻
が
従
姉
妹
で

あ
っ
た
こ
と
、
丹
羽
家
の
持
つ
築
城
技

術
が
認
め
ら
れ
て
の
復
帰
で
あ
る
こ
と

な
ど
の
説
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
の
長
重
は
、
棚
倉
に
５
万
石

の
大
名
と
し
て
移い

封ほ
う

さ
れ
棚
倉
城
を
築

き
、
続
い
て
白
河
に
10
万
７
０
０
石
の

大
名
と
し
て
移
封
さ
れ
、
東
北
地
方
で

は
珍
し
い
総
石
垣
造
り
の
白
河
小
峰
城

を
築
城
し
ま
し
た
。

　

長
重
は
、
幕
府
か
ら
参
勤
交
代
の
際

の
奥
州
諸
大
名
の
監
視
役
の
密
命
を
受

け
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
幕
府
か
ら
の

信
頼
も
厚
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
関
ヶ
原
合
戦
の
折
、
石
田
三
成
方

に
つ
き
改
易
さ
れ
た
大
名
は
数
多
く
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
に
10
万
石
以
上

の
大
名
と
し
て
復
活
を
果
た
し
た
の
は
、

丹
羽
長
重
と
立
花
宗
茂
の
２
人
だ
け
で

す
。

　

寛
永
４（
１
６
３
７
）年
に
死
去
す
る

際
、
長
重
は
子
息
、
家
臣
に
次
の
よ
う

な
遺
言
を
残
し
て
い
ま
す
。

『
自
分
が
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
よ
う

に
、
将
軍
の
恩
に
感
謝
し
、
幕
府
第
一

と
し
て
、
幕
僚
た
ち
と
円
滑
に
付
き
合

え
。
し
か
し
、
機
転
を
利
か
せ
す
ぎ
た

り
、
媚こ

び
諂へ
つ
ら

う
の
は
よ
く
な
い
』

寛
永
14（
１
６
３
７
）年
の
長
重
死

去
に
よ
り
、
光
重
は
若
干
16
歳

に
し
て
丹
羽
家
の
３
代
当
主
と
な
り

ま
す
。
同
20（
１
６
４
３
）年
に
は
二

本
松
へ
の
移
封
で
初
代
藩
主
と
な
り
、

安
達
郡
69
ヶ
村
・
安
積
郡
41
ヶ
村
の
、

都
合
10
万
７
０
０
石
の
二
本
松
藩
が

誕
生
し
ま
し
た
。

　

光
重
は
入
府
後
、
城
郭
の
修
改
築
お

よ
び
城
下
町
の
町
割
、
村
々
の
組
編
成

な
ど
大
規
模
な
整
備
を
行
い
、
名
君
と

し
て
家
臣
・
領
民
か
ら
尊
敬
さ
れ
続
け
、

延
宝
７（
１
６
７
９
）年
に
42
年
の
長
い

治
世
の
末
、
家
督
を
長
男
の
長
次
に
譲

り
、
永
禄
14（
１
７
０
１
）年
に
、
享
年

81
歳
で
死
去
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
丹
羽
家
は
戦
国
大

名
の
中
で
も
数
奇
な
運
命
を
た
ど
り

ま
し
た
が
、
二
本
松
入
府
後
か
ら
戊

辰
戦
争
後
の
廃
藩
ま
で
、
二
本
松
で

は
丹
羽
家
の
藩
政
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

丹
羽
家
の
家
風
は
、
初
代
長
秀
、
２

代
長
重
が
歩
ん
だ
道
の
り
に
よ
り
で

き
あ
が
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
く
、
こ
れ
が
幕
末
ま
で
引
き
継
が

れ
、
戊
辰
戦
争
で
は
、
止
む
に
止
ま

れ
ぬ
選
択
を
し
て
し
ま
っ
た
の
も
、
こ

の
丹
羽
家
家
風
が
一
つ
の
理
由
だ
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

戦
国
以
来
の
武
勇
を
誇
る
名
門
故
の

意
地
と
プ
ラ
イ
ド
、
徳
川
将
軍
家
へ
の

恩
義
、
愚
直
な
ま
で
の
律
義
さ
、
さ
ま

ざ
ま
な
思
考
や
感
情
が
相
ま
っ
て
、
戊

辰
戦
争
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

二代目当主

丹
に

羽
わ

　長
なが

重
しげ

三代目当主（二本松藩初代藩主）

丹
に

羽
わ

　光
みつ

重
しげ
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1868年

歴代藩主 在職期間

初代 丹羽 光重 寛永20年（1643） ８月 
　～ 延宝 ７年（1679） ４月

２代 丹羽 長次 延宝 ７年（1679） ４月 
　～ 元禄11年（1698） ６月

３代 丹羽 長之 元禄11年（1698） ８月 
　～ 元禄13年（1700）12月

４代 丹羽 秀延 元禄14年（1701） ２月 
　～ 享保13年（1728） ５月

５代 丹羽 高寛 享保13年（1728） ６月 
　～ 延享 ２年（1745） ５月

６代 丹羽 高庸 延享 ２年（1745） ５月 
　～ 明和 ２年（1765）12月

７代 丹羽 長貴 明和 ３年（1766） １月 
　～ 寛政 ８年（1796） ３月

８代 丹羽 長祥 寛政 ８年（1796） ５月 
　～ 文化10年（1813） ８月

９代 丹羽 長富 文化10年（1813）11月 
　～ 安政 ５年（1858）10月

10代 丹羽 長国 安政 ５年（1858）10月 
　～ 明治 １年（1868）12月

11代 丹羽 長裕 明治 １年（1868）12月 
　～ 明治 ４年（1871） ７月

それまでの藩内にあった
21の学校を合わせて、藩
校「敬学館」を設立する。

181
7年

久保丁口に、丹羽光重公以来の悲願だった大
手門（石垣上に二階櫓（やぐら）を具備）を築造
する。（写真は旧自治センター前の大手門石
垣跡で、築造から30数年後の戊辰戦争の兵火
により、櫓門は消失してしまう。）

この頃、歌川（安藤）
広重が百目木を訪れ、
「陸奥安達百目木駅
八景」を制作する。

184
5年

３月、幕府より江戸警衛を命じら
れ、同年９月、幕府より京都警衛
を命じられる。

７月、水戸天
てん

狗
ぐ

党
とう

騒動で鎮
ちん

撫
ぶ

（反乱
や暴動などを静めること）を命ぜら
れ、出兵する。

３月、富津警衛より江戸湾
警衛に変更される。

186
8年
　　１月　�京都鳥羽・伏見の戦いにより、戊辰戦争が起こる。
　　５月　�31藩からなる奥羽越列藩同盟が結成される。
　　７月　�小野新町、糠沢村、本宮の戦いで敗走する。
７月29日　�正午頃、二本松城が落城する。二本松藩戦死者337人、

うち二本松少年隊14名戦死という悲劇を生む。
　　９月　�二本松藩降伏嘆願書が受理され、二本松藩が消滅する。
　　12月　５万石二本松藩が復活する。

10代藩主

丹
に

羽
わ

　長
なが

国
くに

戊辰戦争の際の二本松藩主だった丹羽長国。
二本松藩は1868年、奥羽越列藩同盟に加わり
新政府軍と戦ったが、各地で敗戦し、７月29
日、二本松城は落城。このとき二本松藩士た
ちは、長国を米沢藩に逃している。９月11日、
長国の降伏嘆願が受理され、長国は謹慎を命
じられる。10月26日、東京の前橋藩邸に移さ
れ、11月5日、官位剥奪・藩邸の没収を命ぜ
られる。12月７日、米沢上杉家より養子（の
ちの11代藩主・丹羽長裕）を迎え家名を立て
ることを許され、1869年９月に謹慎を解かれ
た。時が過ぎた1902年５月、長裕の次に家督
を継いだ長保（長裕の実弟）が死去したことに
より、長国は再び丹羽家の家督を相続している。

11月、廃藩置県により二
本松県が誕生、まもなく
福島県に統合される。

185
8年

６月、黒船への備
えとして、幕府よ
り富津海岸（現在
の千葉県）警衛を
命じられる。

1834年

1863年

1864年

1867年

1871年
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1643年 1749年

1643年
8月

丹羽 二本松藩誕生
白河藩主・丹羽光重は、10万700石二本松藩
の誕生に伴い、初代藩主として入府する。

1646年

丹羽光重が、城下の大整備に着手し、10年余りの歳月を費やし完成する。

1658年
二合田用水の開削設計・測量担当とし
て、算学者の磯村吉徳が召し抱えられる。

磯村吉徳が著した『算法闕疑抄』は、
５版を重ねる和算書のベストセ
ラーとして、全国にその名をはせる。

1661年

８月、二本松城内の熊野
社・八幡社を合祀、栗ヶ
柵に遷宮し「御両社」と称
して領内の総鎮守とする。
この頃、二合田用水が完
成する。

８月、御両社の
例大祭が始まる。

（後の提灯祭り）

５代藩主・丹羽高寛の命によ
り、儒者・岩井田昨非が藩士
の通用門前の露頭巨岩に、「戒
石銘」を刻む。

４月11日、初代
藩主・丹羽光重
が死去する。

1749年
3月

二本松藩が赤子出生
養育御達（※）を出す。
※�農村の窮乏により、妊
娠中絶などが多く、人
口減少が問題となって
いた当時、二本松藩は
幕府や他藩に先駆けて、
独自の赤子生育法を定
め、第２子が出生した
ら五斗入り米１俵支給
などと定めた。

二本松御城郭全図（丹羽家所蔵）

この絵図は、江戸時代後期から幕
末期頃の城郭を描いており、丹羽
光重公入府直後に大整備した当時
とあまり変わっていない。城内を
中心として、御殿・蔵・馬場・小
屋などの各施設をはじめ、寺院・
神社の位置、および主要道路・町
名などがほぼ詳細に描かれている。
現在の市街地と比べても、基本的
に大差はなく、350年ほど前のま
ちづくりが、今でも脈々と生かさ
れている。

1660年

1664年

1701年 1786年
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◀幕末期の二本松藩領図
　～『相生集』より～

相生集は、二本松藩における地誌とし
て、近世安達郡、安積郡を網羅した歴
史資料書で、市の有形文化財に指定さ
れている。全20巻からなる相生集は、
二本松藩士の大鐘義鳴により編さんさ
れ、天保12（1841）年に完成している。

▼幕末期の二本松藩行政区分

郡名 組 村邑

安積

郡山
郡山、小原田、日出山、笹川、
久保田、福原、日和田、高倉、
八丁目、梅沢、八山田、横塚、
笹原、新井

片平
片平、河内、夏出、長橋、
冨田、早稲原、堀ノ内、前
田沢、上伊豆島、下伊豆島、
安子島

大槻
大槻、只野、山口、大谷、
八幡、駒屋、川田、成田、
野田、鍋山、冨岡、下守屋

安達

本宮
本宮、仁井田、荒井、関下、
青田、苗代田、羽瀬石、下樋、
青木葉、石筵、高玉、横川、
中山

糠沢 糠沢、高木、和田、白岩、
長屋、松沢、稲沢、初森

玉井
玉井、永田、深堀小屋、原瀬、
箕輪、椚山、上大江、下大江、
大江新田

杉田

北杉田、南杉田、舘野、高越、
上成田、下成田、油井

（以下府下６町）
若宮、松岡、本町、亀谷、
竹田、根崎

渋川
渋川、塩沢、小沢、吉倉、
米沢、上川崎、下川崎、沼
袋

小浜
小浜、上長折、下長折、西
勝田、大平、平石、鈴石、
西荒井、小浜成田、下太田、
外木幡

針道
針道、内木幡、南戸沢、北
戸沢、西新殿、東新殿、杉沢、
茂原、百目木、田沢、山木屋、
小手森、上太田

信夫 八丁目 八丁目、天明根、鼓岡、上
水原、下水原

※「相生集」第２・３稿より作成したもの。
※ 現在の福島市松川町近辺の八丁目分は、

天保４（1833）年２月の村替えの際に受領
した土地（長富公記）で、八丁目と引き換
えに、山ノ内５村（現在の郡山市湖南地
区）は会津藩へ村替えされた。

● ●

●

●

●

●●●

●

● ●

●

● ●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●●

●

猪
苗
代
湖

只野
大槻 郡山

笹川

日和田

高倉横川

中山

石筵 玉井
本宮

杉田

長屋

三春

須賀川今泉

船引

深堀

八丁目

二本柳
油井二本松

苗
代
田

小浜 白髭
百目
木

十文
字岳
温泉

山木
屋針道

下太田

土湯

猪苗代

福島
飯野

川俣 飯樋

阿
武
隈
川

◀ 二本松藩領図を基に作成した、幕
末期の二本松藩域
当時の二本松藩は、東は現在の川俣町
山木屋、西は郡山市熱海町中山、南は
郡山市笹川、北は福島市松川町までを
治めていた。
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二
本
松
へ
丹
羽
光
重
が
入
府
し
て

か
ら
２
１
０
年
目
の
嘉
永
６（
１
８

５
３
）年
、
浦
賀
に
ペ
リ
ー
提
督
率

い
る
黒
船
が
来
航
し
ま
す
。
こ
れ
以

降
、
奥
州
に
位
置
す
る
二
本
松
藩
も

時
代
の
波
に
翻
弄
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
安
政
５（
１
８
５
８
）年
に

は
上
総
国（
現
在
の
千
葉
県
）富
津
砲

台
の
警
衛
を
、
文
久
３（
１
８
６
３
）

年
３
月
に
は
江
戸
警
衛
を
、
同
年
８

月
に
は
京
都
警
衛
を
、
さ
ら
に
は
元

治
元（
１
８
６
４
）年
に
は
水
戸
の
天

狗
党
鎮
撫
を
そ
れ
ぞ
れ
幕
府
か
ら
命

じ
ら
れ
、
こ
れ
ら
多
く
の
出
費
に
よ

り
、
藩
財
政
は
破
綻
す
る
一
歩
手
前

の
状
態
で
し
た
。

　

一
方
、
京
都
で
は
大
き
く
歴
史
の

歯
車
が
動
き
出
し
ま
す
。

　

慶
應
３（
１
８
６
７
）年
10
月
の
、

15
代
将
軍
・
徳
川
慶
喜
に
よ
る
大
政

奉
還
、
そ
し
て
同
年
12
月
に
王
政
復

古
の
大
号
令
が
発
せ
ら
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
２
６
０
余
年
の
江
戸
幕
府
が

終
焉
を
迎
え
ま
し
た
が
、
同
４
年
１

月
に
旧
幕
府
勢
力
を
一
掃
し
よ
う
と

す
る
薩
摩
藩
・
長
州
藩
を
中
心
と
す

る
討
幕
派
と
、
旧
幕
臣
、
旧
京
都
守

護
職
の
会
津
藩
な
ど
の
旧
幕
府
軍
が

鳥
羽
・
伏
見
で
戦
い
と
な
り
、
旧
幕

府
軍
は
こ
れ
に
大
敗
し
、
賊
軍
の
汚

名
を
着
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
政
府
軍
は
江
戸
に
向

け
て
、
幕
府
討
伐
に
進
軍
し
ま
し
た

が
、
慶
喜
は
徹
底
し
た
恭
順
の
態
度

を
貫
き
、
同
年
４
月
11
日
に
徳
川
家

の
居
城
で
あ
る
江
戸
城
は
無
血
開
城

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

将
軍
家
が
政
権
を
返
上
し
、
自
身

の
城
も
明
け
渡
し
て
新
政
府
軍
に
恭

順
し
た
訳
で
す
か
ら
、
新
政
府
軍
の

進
攻
は
こ
れ
で
終
わ
っ
て
も
い
い
は

ず
で
す
が
、
こ
れ
に
よ
り
戦
争
は
終

わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

薩
摩
藩
・
長
州
藩
を
中
心
と
す
る

新
政
府
軍
は
、
そ
の
鉾ほ
こ

先さ
き

を
将
軍
家

か
ら
会
津
藩
・
庄
内
藩
に
向
け
、
東

北
地
方
に
進
攻
す
る
に
至
り
ま
す
。

天
皇
の
名
に
お
い
て
動
員
さ
れ
た
西

南
諸
藩
の
軍
事
力
に
よ
る
こ
れ
ら
の

行
動
は
、
天
皇
の
絶
対
的
な
新
し
い

権
威
の
確
立
を
成
し
遂
げ
る
た
め
の

最
高
の
手
段
で
あ
り
ま
し
た
。
武
力

を
も
っ
て
し
て
も
東
北
全
域
を
従
わ

せ
、
全
国
統
一
を
図
る
必
要
が
あ
っ

た
か
ら
で
す
。
結
果
と
し
て
東
北
諸

藩
は
、明
治
維
新
と
い
う
革
命
の「
犠

牲
」に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
見

方
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

次
号
の
広
報
に
ほ
ん
ま
つ
７
月
号

で
は
、
戊
辰
戦
争
に
お
け
る
二
本
松

の
戦
い
に
つ
い
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

兜の前部に付ける飾り「前
まえ

立
だて

」には、鍬
くわ

形・竜頭・
動物の角など多種多彩な立

たて

物
もの

があり、この兜の
前立は獅子頭の一種である。当初、獅子に角を
付けた形態が次第に変化していき、ついには獅
子よりも鬼面に近くなり、これを「魅（ばけもの・
もののけ）」の文字を当て、「しかみ」と読ませ名
称とし、鬼

き

面
めん

獅
じ

子
し

とも称した。

金
きん

花
か

猫
びょう

塗
ぬり

唐
とう

冠
かん

兜
かぶと
（伝．丹羽長秀・長重着用）

● ●

●

●

●

●●●

●

● ●

●

● ●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●●

●

猪
苗
代
湖

只野
大槻 郡山

笹川

日和田

高倉横川

中山

石筵 玉井
本宮

杉田

長屋

三春

須賀川今泉

船引

深堀

八丁目

二本柳
油井二本松

苗
代
田

小浜 白髭
百目
木

十文
字岳
温泉

山木
屋針道

下太田

土湯

猪苗代

福島
飯野

川俣 飯樋

阿
武
隈
川




